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プルデンシャル生命保険株式会社 

 

社員の子どもにランドセルを贈呈 
～今年で 29 回目。新入学児童 266 人に～ 

 

 

プルデンシャル生命保険株式会社（代表取締役社長兼 CEO 一谷 昇一郎）は、この春に小学校に入学する

社員の子ども 266 人にランドセルを贈りました。ランドセル贈呈は毎年実施しており、今回が 29 回目となります。

これまでに 6,064 人の子どもたちに贈っています。 

 

ランドセルの贈呈は、創業者である故・坂口陽史の「社員と社員の家族を大切にしたい」との思いから、1989年

に始まりました。「家庭的な雰囲気の中で社員を大事にする気持ちを伝える贈呈式」にしたいと、各支社、本社で

工夫を凝らした贈呈式が開催されました。 

 

2月4日に、東京の「ゲートシティ大崎」では、近隣6支社合同のランドセル贈呈式が開催されました。会場設営、

飾り付けなど、支社の社員がボランティアで準備した手作りの贈呈式では、8名の新一年生が色とりどりのランド

セルを贈られ、その場で背負いました。 

 

  

子供たちにランドセルを贈る取締役執行役員専務の阿野安雄（中央） 
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